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実を結ぶ人生（ヨハネ15:5）
　世の中にはいろいろなパターンの人生があると思います。生涯、人に迷惑をかけるばかりで、世の中を困らせることで、人生を費やしてしまう人もいます。あるいは、特別なストーリーのない、平凡な人生をただ送って終わる人もいます。中には、周りの人、社会に貢献する、いろいろな役割を全うする人もいます。皆さんはどのような人生を歩いていらっしゃるのでしょうか。また、どういう人生を歩くべきだと思っていらっしゃるのでしょうか。しかし、その他に、もう一つの人生の在り方があります。それは生きている間に、イエスのいのちの実を結ぶ人生を生きる人がいます。それは単に社会的に貢献するというレベルではありません。今、世の中になにより必要な人であり、必要な人生の在り方です。なぜかと言いますと、社会的ないろいろな貢献というものは必要なものですが、絶対的に人々を幸せにして、人々の問題を解決することには至りません。それは唯一、イエスのいのちの他には答えはありません。ですから、今、この世界で最も必要で求められる人生というものは、イエスのいのちの実を結ぶ人生です。そして、それはイエス様を、キリストを救い主として信じ受け入れた人にしかできないものです。つまり、今日、ものすごく暑い中、礼拝をするためにこの場に来られて礼拝をささげている皆さんにしかできないものであり、皆さんだけに許されている特権でもあります。

しかし、残念ながら、現場を回って、いろいろなクリスチャンと出会い、交わりをしてみると、ほとんどのクリスチャンが自分がそのような存在であり、また、そのような特別な人生を生きることが許されているということに気づいていないのではないかと思います。それがある意味、クリスチャンの現場での失敗の主な理由でもあると思います。それで今日、礼拝をささげている皆さん、一人一人がイエスのいのちの実を結ぶ人生であり、また、そうしないといけないし、そういうことができるものだと言うことを確認し、どうすればそうなれるか、どうすれば最高の人生を生きることができるかということを確認していただきたいと願います。イエス様がとても大事な場面で、目の前に十字架が迫ってきている場面で、もうじきこの世を離れることをご存知の上で弟子たちを集め、一番大事な話をする場面の一つです。先週、また先々週、あなたがたは心を騒がせてはいけません。心を騒がして心配する必要はない。人が与えることとは違う、主から与えられる平安の持ち主なのだというお話をされました。なぜかと言うと、またなぜそうなるかというと、これから世の中に遣わされ、あなたがたを通して神様は栄光を現そうとしている。その目的のためです。それを別の言葉で言いますと、イエスのいのちの実を結ぶ人生として、これから生きるようになる。このお話を今日のヨハネの福音書、15章の中でおっしゃっています。これは全部、読まないといけないでしょうが、そこで一番、代表的な箇所だけ取り上げて読みました。イエス様はおっしゃっています。「わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です」。その前の箇所に、また後にもそのような表現がありますが、多くのクリスチャンの方々が誤解をします。実を結ばないものはすべて切り取られて、きちんと整理して多くの実を結ぶようにされるとおっしゃっています。それで、私は実を結んでいるのか、結んでいないのか、切られるのではないかと、いろいろなことを考えますが、そういう意味ではありません。もうすでに、先週も申し上げましたように、イエス・キリストに従い、イエス・キリストを信じて受け入れた時点で、もう一人の助け主、あなたがたとともに、しかもいつまでもともにとおっしゃっているので、切られるなどの心配はもはやいりません。そのようなことをベースにしておっしゃっています。わたしはぶどうの木だと。昔、イスラエルではぶどうの木はいのちを意味していました。ぶどうの木であって、あなたがたは枝だ。と言いますのは、ぶどうの木から生え出た枝というものは、当たり前にリンゴを結ぶのではなく、ぶどうの実を結ぶようになるでしょう。そのような関係であるということをイエス様はおっしゃっています。
つまり、実を結ぶ人生、特に単なる実を結ぶと言うことではありません。イエスのいのちの実を結ぶ人生というのは、どのように成り立つものなのか。結論から申し上げますと、イエス様がぶどうの木で、枝となるクリスチャンで、イエス様が枝を通して現されるといこうとがイエスのいのちの実です。そのためには、ぶどうの木、枝という関係にならなければ、実を結ぶということはありえないし、期待できないでしょう。ですから、イエスのいのちの実を結ぶ人生ということを理解するためには、まず誰であってもイエス様を信じたその瞬間、その人の人生が丸ごと変えられたということを理解しないといけません。今まで、どのような人生を歩いてきたのかは関係ありません。イエス様を信じたその瞬間、その人の外見、人間的な様々な部分が変わっていないままかもしれませんが、内側から本質的に変えられるようになります。そのことを理解することによって、自分はイエスのいのちの実を結ぶしかないという結論を持つようになります。だから、なによりイエス様が今、わたしがぶどうの木で、あなたがたは枝だとおっしゃっていることを通して、私がイエス様を信じているものであれば、その瞬間、そのような関係に変えられているものだと、まず理解しないといけません。それでイエス様はおっしゃいました。実を結ばないものは切り取られるのだけれども、あなたがたは心配しなくてもいいよ。私があなたがたに語ったメッセージ、みことばによって、もうすでにあなたがたはいきよめられていると3節に書いてあります。

どのように変わるのでしょうか。イエス・キリストを信じて受け入れたことによって、すでにすべての問題の根源である罪が完璧にきよめられた者になります。皆さんがイエス様を信じただけで、しかもそのきよめられたということが永遠に続くようになります。その結果、きよめられたわけなので、もう一人の助け主である聖霊様がその人の内側に入って来られるようになります。いつでしょうか。イエス・キリストを信じて受け入れたときです。それをイエスのいのちと言います。イエス様を信じるということは、罪がきよめられることです。なぜ罪がきよめられるかというと、罪が完璧にきよめられないと、聖霊様が入って来られることは不可能です。つまり、イエスのいのちを持つということはありえません。それで神様は私たちと一緒にいたいのです。それが幸せであり、そこに力があり、そこからすべて新しく始まるようになりますので、しかし、そのためには内側がきよめられないといけません。イエス・キリストを信じ受け入れたことによって完璧にきよめられ、その結果、イエス様が前々からおっしゃっているように、助け主聖霊があなたがたの内側にともにおられるようになります。それはどういう意味なのかを、先週も申し上げました。それは神秘であり、秘密なのですが、私たちの理性ではすべて理解できないような不思議なお話ですが本当です。それは神が私の内に、私が神様の内に、イエスが私の中に、私がイエスの中に、つまり、イエス様と神様とワンネスになって一つになるということです。今まで、地球の中で、たとえ神様に選ばれて召されていたアブラハムをはじめにスタートしました誇り高きイスラエルの民族も、そのような形はありませんでした。神様がイスラエルを祝福し引っ張ってはいらっしゃったのですが、一人一人の内側にすべてをきよめて、つまり、今までの在り方をすべて消してしまい、助け主、聖霊を通して中に入って来られ、神様と人間が一つになるという概念は今まで、存在しませんでした。

つまり、イエス・キリストを信じて受け入れたその瞬間、皆さんの人生はどのように変わったでしょうか。イエス様とワンネスになって、切り離すことのできない存在になりました。つまり、今までにない全く新しい人種、新しい存在、新しいあり方に変えられるようになったということです。これをまず覚えないといけません。肉体的な、人間的な外見がどう変わっているかと一切関係ありません。内側の魂の状態が変えられると、その人の人生そのものが新しく生まれ変わるようになるということを覚えていてください。イエス・キリストを受け入れることによって、今までにない新しい人種が誕生することになります。つまり、皆さんがイエス・キリストを受け入れたのであれば、今まで地球の中で例のない全く新しい人種、新しい存在であるということを覚えていなければなりません。それで聖書はイエス様を受け入れた人に対して、新しく生まれたという表現を使います。Ⅱコリント5:17には、誰でもイエスの内にあるものは古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなった、つまり、新しい被造物と宣言しています。まずその理解と、間隔が、いのちの実を結ぶ人生のために先決の課題です。これはただ目が開かれて、なるほどと納得してうなずいて信じれば結構なお話です。なんと幸いでしょうか。イエス様を信じることがそれほど神秘的に、信じる前の自分、滅びるしかない自分、傷だらけで自分自身を時には虐待したくなるような自分が、イエス様とともに十字架につけられて、ともに葬られて存在が消えて、全く新しいものが生まれるようになりました。すべてがお母さん、お父さんを通して生まれましたが、イエス様を信じたその瞬間、その生まれた人間は死んで神から生まれたものが誕生するようになります。それをクリスチャンと言います。イエス・キリストを信じることがどういうことなのか。それを聖書を通して、また霊的な理解を持って、正しく理解するというところからすべてが始まるということを、今日も改めて考えていただきたいと願います。それを聖書は、あなたがたは同じ人間のように見えていても、クリスチャン自分自身もよく知らないでふらふらしているのでしょうが、イエスを信じるものは天の御国を所有しているものです。天の御国、天国がすでにその人の内側に臨まれている存在です。言い換えますと、今までは地獄を背景にして生きていた者、地獄の運命の鎖に捕らわれてどうにもならない人生でしたが、それがもう終わったのです。それがイエス・キリストを信じて受け入れるということです。多くのクリスチャンがイエス様を信じたにもかかわらず、自分自身の弱さがそのままであり、正確もあまり変わっていないような気がして、周りの環境もそんなにうまくいくとは思えない状況であるので、このような変化に対して信仰が中々、求めません。それはサタンの嘘であり不信仰です。イエス様が十字架で苦しみつつ血を流された理由は、だれでも何もしなくても結構です。どのような過去を生きていたとしても構いません。イエスを信じる一つのことによって、地獄の人生が終わり、まったく新しい存在につくり変えられることのために血を流されました。それを認めることを信仰と言い、それを認めるときに神が喜ばれ、それがイエス様を愛するということです。

存在が変わりました。それを15章の後半で、イエス様はこのようにも表現しています。もはや、あなたがたをしもべなどとは言いません。しもべは主人がやっていることをまったく知りません。しもべというのは知りません。でも、私は神様がなさるすべてのことをあなたがたに全部教え、あなたがたは「アーメン」としたでしょう。学歴がないかもしれません。弱さがあるかもしれません。傷を持っているかもしれません。生涯を抱えているかもしれませんが、大切なのはそれではありません。キリスト以外には希望がなくて、神は人を愛しキリストを約束して、そのキリストが約束通り来られて、イエスがキリストだ。誰でもイエスを信じるものは滅びることなく、永遠のいのちを持つよと言うお話があなたがたに伝わって、それを聞いて「アーメン」したでしょう。それがどういうことなのか分かりますか。イエスのいのちを持つことなのです。永遠のいのち、もう一人の助け主を通して、神様、イエス様と一体になるということです。だから、あなたがたをしもべ呼ばわりをしません。これからは友、friendというとおっしゃいました。ものすごく格が上がるのです。イエス様を信じる前は、大統領でも生まれながら神の御怒りを受けるべき子でしょう。国会議員、有名なアイドルや人気のある芸能人でも、残念ながら自分の罪過と罪の中に死んでいる者でしょう。世の流れに従い、何も知らずに悪魔に従って、滅びの道に歩む存在ではないでしょうか。莎後の最後に待っているのは。誰であろうが地獄しかありません。それなのに、私たちは大統領になった経験もないし、成績のいい人もいるかもしれませんが、だいたい顔を見ると中間以下の方がほとんどではないかなと思うくらいですが、私たちは彼らと比べてずっと格を上げて、あなたがたはわたしの友だとおっしゃいました。これは普通の表現ではありません。変わっています。イエスの福音が聞こえてくるということは、どれほど幸いで、どれほど奇跡なのかご存知でしょうか。

皆さんの祈りに支えられて、四国の予備キャンプにも行ってきました。備えられたクリスチャンの方々もいらっしゃいました。これから神様がなさるでしょうが、今現在はこれらのことがまったく分かっていません。教会でも牧師でも時間が経てば経つほど情熱も冷め、力も失い、無気力になるというのが一般的な現象です。しかし、聖書には外側が衰えていても内側は日々、新しくなる。時間が経てば経つほど、より新鮮に新しくなるというのが福音の力なのに、私はそのようなことを経験して生きているのですが、ほとんどのクリスチャンがそうではなくて反対でした。自分がイエスを信じることによって、全く新しい人生に変えられたという感覚がありません。同じ食事をして、暑さを同じく感じて、同じ職場で仕事をして、同じく結婚し子どもも産み、子どもを育てるから一緒だと皆思います。だから、その次がありません。そういうことを一緒にやっていても皆さんは違います。イエスを信じた瞬間、イエス様と一つになる、今までにない答えになります。人間に対して答えという表現はあまり良くないですが、そのような新しい人種、存在になりました。それを覚えていてください。イエス様はそれを指して、わたしはぶどうの木で、あなたは枝だとおっしゃっています。分かりますか。切り離すことができません。一緒になっています。ですから、これからは自分のなにかではなく、ぶどうの木から与えられるすべての栄養などによって、そのぶどうを実らせるようになるというのが枝の在り方です。イエス様と一つになったというのはどんな存在であれ、どこにでもイエス様の液が流れていて、イエス様の実を結ぶようになっているということです。自分で頑張って実を結ぼうではなく、皆さんの存在、皆さんの状態がそのようになってしまったということを、まず覚えないといけません。このようにイエス様を信じる瞬間、人生がどのように変わったのかを神秘で不思議ですが、霊的な意味で正しく理解するとぶどうの木と枝と理解すると、明確な結論にたどり着くようにならざるをえません。今まで申し上げましたように、イエス様のいのちの実を結ぶしかないのではないか。私の方から悪魔の実を結んだり、世の中のなにかの実を結んだりということは実はできないし、ありえません。ぶどうの木、枝にさくらんぼが実ったり、私も好きなのですが、柿が実ったりということはありえません。ものすごく自然で当然で当たり前なのです。何がでしょうか。イエスの実を結ぶということが。存在そのものがそのような存在ですから。それが結論です。先ほども申し上げましたように、どんな環境であろうが、また自分自身が弱い存在なのか、貧しい存在なのか、強い者なのか、そのような条件と一切関係ありません。もし弱い者であれば、その弱さを通して、イエスのいのちの実が結ばれます。パウロが言いました。私は自分の弱さを誇りに思います。この弱さのゆえに、キリストの恵みがまったきものとなると言っているのではないでしょうか。そういう存在になりました。

その代表的なケースが初代教会です。皆さん、初代教会のメンバーがどのようなメンバーなのかよくご存知ですよね。そういった条件や、また初代教会の環境はものすごく険しい環境でした。それにもかかわらず、彼らはぶどうの木の枝だったので、唯一120人くらいでした。聖書を持っている人がたくさんいて、エルサレムの神殿に昇って礼拝をささげる人々もたくさんいたにもかかわらず、イエスのいのちを持つものは120人しかいませんでした。だから、外見がどうであろうが、人々がどう評価しようが関係ありません。当たり前に、当然にそのすべてを突破してイエスのいのちの実を結んでいきました。250年後はローマ帝国がひざまずくところまで行きました。ついつい私たちは状況が、環境がこうなので、自分は弱い者なので、こんな条件があるのでとかいろいろなことを言いながら、言い訳をしたくなります。イエスのいのちの実を結ぶことに対して、負担は一切持たないでください。皆さんは当たり前に実を結ぶようにつくり変えられているものです。それをまず認めることが大切です。つまり、イエスのいのちの実を結ぶということは、イエス様がなさっていたこと、それがそのままなされるようになるし、まるでイエス様が乗り移ってあの人を通して何かをやるかと思われるようなことになります。
イエス様がなさったことは何でしょうか。いろいろありましたが、簡単に申し上げると、既存の暗やみの力が砕かれて、そこにイエスのいのちの福音が伝えられ命が救われて神の国が臨まれるようになるということが、イエス様のなさることです。それを別の言葉で神の国と言います。それがイエス様がなさることです。イエスの実を結ぶというのは、イエス様と一体化になっているわけですから、私たちはただ枝なので、そのぶどうの木にぶどうが実るから、イエスのいのちなのでイエスのわざが、イエスのいのちが現れます。皆さんを通して、皆さんの実力、条件、状況と関係なく、そのようなことが行われます。皆さんがいるところ、行くところに、祈っているところに、すでに支配している暗やみの力が震え崩れて、そこに福音がしっかり伝えられる道が開かれます。皆さんはそれが当たり前です。それ以外のことは、別に関係ありません。そのためにつくり変えられ、そのために生きるものなのです。そして、今世の中に絶対に必要なのはそのようなイエスのいのちの実です。16節を見ると、イエス様はこのようなことをおっしゃっています。あなたがたがわたしを選んだのではありません。わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命したのです。それは、あなたがたが行って実を結び、そして、その実が残るためであると。皆さんがイエス様によって選ばれ召された理由が何でしょうか。目的は実を結ぶためです。だから、それは当たり前です。
皆さんのこれからの残りの人生を通して、何歳であろうが、どこに行こうが、なにをしようが、そのすべてを通して、イエスのいのちの実を結ぶという確信を持っていてください。なぜでしょうか。皆さんの存在がそのような存在です。皆さんを通して、イエスのいのちのエキスが流れ出るようにつくり変えられているものです。それがイエス様を信じて救われたというお話です。外面的に律法的、教理的に理解してはいけません。宗教でもありません。何かを一生懸命頑張ると報われるとかいう概念とは反対です。イエスが皆さんの内側に来ていらっしゃいます。キリスト教はいのちです。存在そのものが丸ごと、根こそぎ変えられることです。ただ私たちはあまりそのような概念がありません。変わるといっても、泥棒のような人間がものすごく善良な人間に変わったとか、そういう変化しか知りません。死んで新しい存在につくり変えられたという理解をしないといけません。外見が昔のままであっても。
このような結論を持ちますと、今、申し上げましたように、実を結ぶために負担を持って、実を結ぼうじゃないかと頑張ろうとしないでください。それは信仰生活ではありません。何をすればいいでしょうか。ここまでが本当であれば、イエス様と自分との関係がワンネスであり、いのちの関係であれば、いのちのエキスが流れるしかない関係であれば、その祝福をただただ味わうことさえあれば、いのちの実を結ぶようになります。それがイエス様が今日おっしゃいました、あなたがたはわたしの中にとどまりなさい。それから、あなたがわたしのなかに、わたしのことばがあなたにとどまると実を結びますとおっしゃいました。そして、後半には、神様がわたしを愛したように、わたしもあなたがたを愛した、わたしの愛にとどまりなさいとおっしゃいました。大きく2つです。キリスト、イエスの中にとどまること、結局これひとつなのですが、それをみことばがあなたがたのうちにとどまるようにとおっしゃいました。それを味わうということです。なにか負担を持ってやるということではありません。今までのお話が本当であれば、やることはありません。主の中にとどまることです。そして、イエスの愛にとどまることです。それさえあれば、当たり前にイエスのいのちの実を結ぶようにつくり変えられているあなたがたの人生を通して、実際的に実を結ぶことを体験するようになるということです。それだけです。それがすべてです。

わたしにとどまりなさいとおっしゃいながら、このことを最後におっしゃいました。わたしから離れては、あなたがたは何もすることができない。これをぜひ覚えてください。もはや私たちはイエス様と一緒になっているから、イエス様から離れては何もできない存在です。それを覚えることが、主の中にとどまるということでしょう。それはどういう意味でしょうか。例えば、目の不自由な人の場合、普通の人と違って一つ、目が不自由だという要素を持っています。そうすると、この人はすべてにおいて、目が見えないということを踏まえて考え、進めて行くようになるでしょう。違いますか。例えば、家を設計するときにも、目が不自由だということをベースにして設計するようになるでしょう。食卓も、ご飯を食べるときにも、普通の人と違って目が不自由だということをいつも念頭に置いてやるようになるでしょう。目が見えないということから離れていては、うまくいかないのです。同じように、普通の人と違って、イエスを信じることによって皆さんの内側にイエスがとどまり、イエスのいのちを持ち、イエス様と一つになりました。その要素を考えたときに、一瞬たりともそれを排除しないということがとどまるということです。キリストを抜きにして、自分の人生は考えられません。これが主の中にとどまることです。その意識を持っていれば、いのちの実を結ぶようになります。残念ながら、このような状態に変えられているにもかかわらず、このような幸いな存在であるにもかかわらず、ついついキリストを離れてしまうのです。離れるというのは私たちが離れるのができるのかというと、根本的にできません。ここでとどまるということは、心の状態です。クリスチャンの心の中心がいつもキリストがともにおられることにしっかりとどまっているということです。でも、クリスチャンの方々が忙しいときに、心配事があるときに、世の誘惑があるときに、あるいは自分が失敗をしたときに、心がキリストから離れているのです。そうすると、だまされてやられるようになります。やることは一つしかありません。イエスと一つになっているのでそこにとどまることです。心をそこに持っていくだけです。わたしを離れていてはなにもすることができないからだ。ぜひ覚えていてください。
このように、心の中に覚えていてください。イエスのいのちの実を結ぶすばらしい、格好良い人生を生きるためには、キリストなしで自分の人生は考えられません。なにをでしょうか。結婚前の人は結婚するときにキリストを抜きにして結婚を考えることはありえません。何事でもです。病気になりました。普通に病気を考える前に、キリストを抜きにしてはいけません。それがわたしの中にとどまりなさいということです。心からその意識を持つだけで、いのちの実を結ぶようになります。ものすごく大変なことがあるでしょうか。ときには濡れ衣を着せられることがあるでしょうか。濡れ衣を着せられることによって腹が立つだけではなく、それもキリストを入れて考えないといけません。何でもキリストなしでは、これからの自分と自分の人生はありえません。考えられません。考えません。そういうことだけです。常にキリストに充満されることです。

そのために、一番良い方法が何かというと、キリスト、イエス様が目に見えないので聖書、あるいは日曜日の講壇のみことばを皆さんの心の中に蓄え、いつもそれに目を留め、心をそれに止めるということが、キリストの中にとどまる方法です。そうすると、実を結ぶようになります。覚えていてください。皆さんの心がどこに行っているのでしょうか。今までのすべてを簡単に言いますと、イエスを心の中心に持っていかないといけません。また別の言葉で言いますと、それをイエス・キリストを主人として迎えるとも言います。それを味わうということです。何かをやるということではありません。それに深く溺れて行くということでしょう。
それから、同じ内容でしょうが、私たちが味わうべき内容はイエスの愛にとどまることです。これも同じ表現でよいでしょう。イエスの愛なしで、自分の人生は考えられません。自分は死んだもの同然なのだと思えばよいのです。イエスの愛を抜いてしまうと、死んだもの同然。それがクリスチャンです。また、正確に申し上げると、なぜそれを抜きにするのかということです。イエス様に愛され、イエスの愛をいただいて、その愛は変わることなく今も続いています。それが味わうということです。そこに立ってください。そして、イエス様の愛は単なる愛ではなく、私たちにいのちをもたらす愛でした。その愛の性格を覚えるということです。そして、皆さんがなにをしても、どんな状況でも、どのようなときでも、いつもイエスの愛をベースにして、イエスの愛を無くしてしまうともう死んだもの同然だという思いでそこにとどまるようになると、そこにずっと慕っていくようになりますと、このような結果になります。
同じイエスを信じているクリスチャン同士の間に必要なルールは、このイエスの愛によるルールの他には何もありません。これがイエスの愛にとどまった結果です。正しいか正しくないか、律法のなにか、利害関係などによるルールではなく、イエス様が私たちを愛されましたように、その愛に深くとどまっていれば、残るのは一つしかありません。誰が偉いか偉くないかではなく、イエス様の愛のように、特にクリスチャン同士では愛し合うこと以外にはルールがありません。あなたがたが愛し合うのであれば、私の愛にとどまっていることがその裏返しなのだよとおっしゃっています。それがあればいのちの実を結ぶようになります。その愛とは何でしょうか。愛のルールしかないというのはどういう意味なのでしょうか。分かりやすい言葉で言うと、余計な他の理由や条件による喧嘩や争いなどは止めなさいということです。イエスのいのちを一番大事にして、いのちを持っている者をその命のゆえに、他の条件なしで、イエスのいのちゆえに本当に尊い大事なものとして見なさいということです。これが愛です。クリスチャン同士は、どうすればあの人がこのいのちに気づいてもらうか。命の祝福を味わうことができるように、豊かになるように、いのちにとどまることができるようにしてあげられるかということがいつも頭を回ります。それで、このいのちの祝福が彼の、彼女の人生の中で実を結び、いのちの実を結ぶような人生を歩むことができるかということを工夫しながら祈りつつ、どのようにして助けられるかが愛です。皆さんがイエスのいのちの愛に深くとどまっていれば、その結果にすすむようになるでしょう。イエス様は今ものすごくこの部分を大事におっしゃいました。クリスチャン同士は互いに愛し合いなさい。それ以外には、戒めもないしルールもありません。他のルールなどを持ち込んで適用しようとしないで、他の基準はすべて捨てなさい。いのちだけが基準です。いのちの愛だけが基準です。やってみてください。この二つのことをおっしゃいました。イエスの中にとどまり、イエスの愛にとどまること。イエスの愛にとどまると、その結果、互いに愛し合うことになります。そうすると、あなたがたはたくさんの実を結びます。そのことによって、このような状態であれば、この方向を持っていれば、あなたがたは何でも求めなさい。そうすると、答えられます。そのときにはじめて祈りの本格的な答えと言うものが与えられるようになります。

結論を言いましょうか。皆さん、先週、先々週もそうだし、今日の聖書の箇所のメッセージも非常に大切です。クリスチャン自分自身が、イエス様を信じる人はどのような存在なのかということを深く考えないといけません。イエス様と一つになりました。だから、テーマが一つしかありません。そのイエスのいのちのエキスが流れ出て、イエスの実が結ばれるようになっているし、それ以外にはテーマがありません。そのために努力ではありません。また、何かのことを取り上げて言い訳をする必要もありません。当たり前にできるようになりますので。キリストにとどまることです。キリストなくしては、私は死んだもの同然です。イエスの愛なくしては、死んだもの同然です。いっときもキリストとイエスの愛から離れていては何もすることができないものだということを、皆さん、自分自身に言い聞かせてください。

そういう意味で今日のメッセージを持って皆さんは、皆さんひとりひとりがいつイエス様を信じて、今どのような状況なのか関係なく、間違いなくイエスのいのちの実を結ぶための伝道者として立てられ召されているということに対して確信を持ってください。それが皆さんという存在です。その確信を持って具体的にぜひ実践してください。今、皆さんが置かれている現場に対しての信仰告白をしてください。どんな信仰告白でしょうか。その現場は私を通して、私の生き方を通して、イエスのいのちの実を結ぶために許されている現場です。その告白を今、概念的にではなく、それぞれの現場を念頭に入れて、その現場に対して具体的に告白してください。イエスのいのちを結ぶために許されている現場だ。そこが学校であれ、職場であれ、地域であれ、家庭であれ、他の理由はありません。今、ものすごく騒いでいるでしょうか。偶像だらけでしょうか。犯罪だらけでしょうか。病人だらけでしょうか。暗やみの力に捕らわれているのだからしょうがないでしょう。だから、そこにイエスのいのちの実を結ぶために、皆さんを選びそこに遣わしていらっしゃいます。そして、それが可能になるすべての条件を全部そろえていらっしゃいます。もうイエス様は皆さんの中に入って一緒にいらっしゃるのですから。一つになっていらっしゃるのですから。よく覚えていてください。
　この間、キャンプに行っていろいろなところに回りましたが、ある個所はタラッパンの教会の勧士さんがいるところでした。だから、話が通じ合うと思ってお話をしましたが、現場にいるクリスチャンの方々が、イエス様を信じて受け入れた瞬間、今までの周りのすべてが、その瞬間、全部変わります。自分が意識するかしないか関係なく、イエスを受け入れたことによって、今までの関係や周りのすべての人、すべてが全部いっぺんに変えられます。どのように変わるのでしょうか。私がイエスと、イエスのいのちを持つものになった瞬間、周りは全部、伝道対象者にいっぺんに変えられます。それは私たちが選んで、選択するものではありません。自動です。自動的です。論理的にもそうでしょう。そのようなお話をしました。ただクリスチャンの方々はそのような意識を持っていません。そうすると、たくさんの問題があるでしょうが、問題が問題になり、葛藤が葛藤になり、それに捕らわれるしかありません。これから、本キャンプに向かってそのような意識を持って、改めて現場、現場の人間を見て、整理するようにしてくださいと進めてきましたが、皆さんも同じです。皆さんが変わったので、まわりも変わります。今までは職場の上司、部下でしたが、それはそのまま維持するでしょうが、私がキリストのいのちを持った瞬間、あの人は伝道の対象者に変わるのです。今まではそうではありませんでした。今まで仲のよい、地獄の運命の友達でした。信じますか。イエスを信じることは不思議な変化です。神秘的な変化です。なぜでしょうか。イエス様がキリストだからです。
それから、もう一つはそのために、それが本当であれば、個人の祈りの時間を大事にしていない方々は設けるようにしてください。具体的に実践してください。そのときに何よりイエス様によって、豊かになるように。イエス様が皆さんの心の内側から豊かになるように。また、イエスの愛に溺れて行くように黙想のときにしてください。どんな病気もいやされます。特に、心の病気、精神的な病は100％いやされます。祈りの時を持って、そのときに黙想の時間を持ってください。黙想というのは、この大事なことを考えるために他のことは黙るということです。他のことは全部消してしまいます。イエスの愛が、イエス様がキリストであるということが皆さんの心の内側から豊かになって行くように。

先週、1週間いろいろなことがあったでしょう。いろいろなことがあったわけではありません。メッセージを信じてください。世が与えることとは違う平安が何かを味わってもらうための神様の配慮、神様の答えだったのではないでしょうか。みことばが皆さんの心にとどまるようにしてください。そうすると、いのちの実はイエス様が結ぶようになります。最後にそのような内容を持って教会を愛し、特にクリスチャン同士、信徒同士に愛をもって接するようにしてください。愛はなんでもかんでも優しくしてあげるという意味ではありません。それももちろん必要でしょうが、ケースバイケースによって、知恵を持ってしますが、基準はいのちの実を結ぶというのが基準です。その人がイエスを信じるものであれば、この人の最高の祝福はこれからいのちの実を結ぶ人生が待っているということでしょう。そちらの方に正しく進んで行けるように、どのようにすれば助けられるかということを一人一人、皆さんの周りのクリスチャンのことを考えながら、そのためにいまどんな状態で、今何が必要なのかということを祈りつつ発見して祈ってあげるということが大切です。クリスチャンでもいろいろなレベルがあったり、いろいろな状態があります。しかし、本当にイエスを信じているものであれば、いのちの実を結ぶために選ばれているものだという見方を持って接するようにしなければなりません。そうすると、皆さんが助けられる一人の信徒が実を結ぶようになり、皆さんの現場でイエスのいのちの実を結ぶ結果が現れるようになるでしょう。その主人公になって、皆さんが輝き、皆さんによって暗やみの周りが明るく変えられることを体験しながら残りの人生を歩み、また最後には堂々と天に召される主人公になることを祈りたいと思います。イエス様はぶどうの木で、皆さんは枝です。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日もみことばを通して、イエス・キリストを信じている私たちがどのように変えられている者なのか。頭では理解できないことですが、神の恵みによって信じることができ、神秘ですがイエス様と一つになってイエスのいのちの実を結ぶようになっている存在であることを確認してくださり、ありがとうございます。ひとりひとりがこのメッセージを握って現場、または祈り、教会とクリスチャンに対しての新しい整理があり、祈りが始められるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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